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一掛川市立総合病院看護職員の健康増進行動と関連要因の検討一

菊池昭江、 海老澤睦

要旨：本研究の目的は、 働く 女性が自らの健康をどのよう に思い、 どのような健康増進行動をとっ

ているのかを明らかにし、併せて健康を阻害・増進する要因の実態を把握することである。今回は、

掛川市立総合病院で働く看護職員を対象にして、 その実態を調査した。 その結果、 以下のことが明

らか にな っ た。

１． 自覚的健康状態は、 「とても健康」 が ２．６％、「健康」 が ５７．８％、「あまり健康でない」 が

３４．
５％
、
「健 康 でな い」 が３．９％、 無回 答 １．３％ であ った

２
．
健 康阻害 ・ 促進 する 因子 は

、
平 均睡 眠 時間 が ６，０±０．９ 時 間、 喫 煙 棚兄お よ び飲 酒状 況 は低

か っ た。

３． 健康増進行動は、 『心の健康』 を図る項目の実施頻度が蒲く、 『運動』 の項目の実施頻度

は低かった。 項目別にみると 「感謝の気持ちを持つ」 が最高得点を示 し、 「ジョギングす

る」 が最低得点であった。

４． 職 業 性ス トレス 得点 は、 『量 的負 荷』 珊８±Ｏ．６７、 『質 的負 荷』 ２．４３士Ｏ．７１、
『裁量 度』 ２．５些

±Ｏ１６１、
脇 場 の対 人 関係 の困 難週１．９７±０過Ｏ、

『同僚・ 上司 の支 弼 ２．８５士０．５１、
『達 成感』

２．７７±０．６８であった。 項目別では 「あまりに佳事が多す ぎる」 が最高 得点、
「職場で人問関

係のトラブルがよくある」 が最低得点であった。

Ｉ
．
は じ め に

健康は、世界 側 轡幾構（Ｗ旺０：ＷｏｒＩｄＨｅ＆１ｔｈ

０㎎ａ施 鮒 ㎝）が『２０００年までにすべての人々

に健康を』 と掲 げて以来、 国際的な課題となっ

た
。
そ して、 日

本 で も
、１９７８

年 から 『第 一次 国

民健康対策づくり黎が開始され、１９８８年には『第

二次国民健康対策づくり （アクティ ブ ８０ ヘル

ス プラ ン）』 と引 き 継が れ、 ２０００
年 には
、２０１０

年を目標に 『健康日本 ２１（２１ 世紀における国

民健康づくり運動）』 が、「すべての国民カ耀康

で明るく元気に生活できる社会の実現のため、

杜年死亡と、 健康に関する生活の質の低下を軽

減すること」 を目指してスター トした。 日本の

ヘルス プロモーション活動は、 疾病予防にとど

まらず積極的な健康増進まで拡大している。

こ のよう に、 世 界的 に
も
、 臼 本国

内 にお いて

も、行政 にお ける ヘ ルス プロモ
ー ショ ン活 動 は、

積極的な健康増進へと拡大 している。 そして、

日本の女性においても、 死亡率の低さや平均余

命の長さからは、 健康状態は良好であ ㌫ しか

し、 自覚的健康状態は、 男性と比較して良いと

はいえない。 男性とは異なる身体的特徴の他、

栓会的には家事、 育児、 介護の負担が大きく、

肩 こ り
、
腰 痛
、
体 が だるい

、
頭 痛
、
目 のか すみ

等があり、 通院・通所 している者の人口平人に

対 する 割 合は
、
１５ 歳 以上 から ８４歳 ま では

、
女

性が蒲 い１。 そのような 棚兄の中、 働く女性の割

合は年々増力嚢傾向にある。

そこで、 これまで幼稚園・保育園で働く女性

に焦点を当てて、 幼稚園教諭および保育士の健

康増進行動に関する実態調査を行ってきた２・３。

その結果、 自覚的健康状態は、 ｒとても健康」

８．３７％、
ｒ健康」７３．６４

％
、
「あ まり健 康 で ない」

１７．９９％、
「健康 で な い」ｏ．ｏＯ％

となり
、
大半 が

健康であると自覚していた。健康基準には「首・

肩 が 疑る」４７．７０％、
「腰 痛 がある」３４，３１％、

「声

が枯 れる、 喉 が痛 いこ
と がある」２５．５２％

な どの

身体的症状が滴い割合で挙げられ、 幼児教育や
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保育を担う職種特有の症状を呈 した。

そして、 健康を阻害する要因では、 平均睡眠

時問 ６．３±０．８ 時 間と 一般 人よ り 少な いも のの、

喫煙棚兄および飲酒棚兄は低く、 健康管理が適

切に行われていた。 また、 健康増進行動は 『生

活のリズム』 の実施頻度が浦く、 『運 瑚 の実

施頻度が低かった。 余暇にまで運動する習慣は

ないが、 普段より規則正しい生活を心がけてお

り、 幼児期の基本的生活習慣の衛早を支援する

職葉の特徴を示した。

今回の調査は、 働く女性への継続調査として

幼稚園教諭・保育士からさらに職業を拡大し、

病院で働く看護職者を対象にして健康増進行動

と関連要因について検討 したので報告する。

ｎ
．
研究 目 的

掛川市で働く女性のうち、 総合病院に勤務す

る助産師・看護師・准看護師の女性は、 白らの

健康をどのよう に思い、 どのような健康増進行

動をとっているのかを調査し、 その健康増進行

動と関連する要因について検討する。

㎜
．
研 究方 法

１、 調査 対象

掛川市立総合病院に勤務する看護職のうち、

同意の得られた２独 名を調査対象と した。 調査

票 回 収数 は２３３ 部、 回
収率 ９６．６８％、 有 効 回答

２３２、 有効 回答 率 ９９．５
７％で あっ た。

２ 調査期間

２００７ （平 成 １９） 年 ４～５月 に 実施 した。

３． 調 査 方法

病院看護部に調査の目的と倫理的配慮の内容

を明示した調査票を郵送し、 調査協力を 鰯貫し

た。 調査票は無記名白己記入式質間紙と し、 病

棟ごとに看護師長を通して調査対象者へ配布し

た。 記入後は、 各自で返信用封筒へ封入する方

法で回収した。

雀 調査内容

調査内容は、 基本属 性、 健康状態、 健康を阻

害または増進する因子、 健康増進行動、 職業性

ス トレス であ る。

健康状態及 び健康阻害因子、健康増進行動 は、

田代ら４が開発した 聴 春期の健康増進および関

連行動アンケー ト」 を参考にした。 健康増進行

動は、 『心の健康』 『生活のリズムｊ 『栄養埋

腱 康探索』 『運動』 の５つのサ ブカテ ゴリー

から構成される。 本研究では、 対象の特徴を考

慮してその申から ３１ 項目を選択 した。 回答方

法は、 「いつも している」 から 「全く していな

い」 の４段階評定と し、 「いつもしている」 を

４ 点 と し、
「全く してい ない」 を １ 点と した。

また
、 職 業性 ス ト レス は、 錦 戸 ら

５が 開発 した

「職業１生ストレス簡易質問細 ２０項目を使用し

た。 「非常にそうである」 から 「全くそうでな

い」 までの ４段階評定を求め、 順に ４～１点を

与えて倍点化した。 仕事上の 瞳 的負荷』 『質

的負荷』 『職場の対人関係の困蜘 臓最度』

『同僚上司の支援』 腱成樹 の６尺度得点が

算出される。

５． 倫理 的配慮

回答は無記名とし、 自由意志であること、 集

計結果は全て織李に学間的な目的にのみ使用し

不利益のないことを質問紙に付記 した。 質問紙

は個別封筒に封入後に回収し、 対象者の匿各性

と白己決定の権利を保障した。

６． 分析方法

有効回答の得られた２３２名を分析した。 デー

タ 処 理 は
、 調
査 内 容 別 に ＳＰＳＳ １５．Ｏ

Ｊ 航

Ｗ 楡 ｏｗｓ を用 いて 行っ た。

ｗ
．
結 果

工、 基本的厨性

表１、 家 族形 態

人数 ％

単 身（一 人 暮らし）

核 家 族

複 合 家 族

無 回 答

３７

１０て

９３

１

岨９

４３５

４０１１

α４

合 計 ２３２ １００－Ｏ
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対 象の平 均 年齢 は
、 ３５．６

±１１．４ 歳で あっ
た
。

家 族形 態は
、
単 身 １５．９

％
、
核家 族 ４３．５％、 複 合

家 族４０．１
％ であっ た （表 １）。

配 偶 者 は
、
あ り ５２．２ ％、

な し ４７．８ ％ で あ っ
た
。

子 ど も は
、
あ り ５０．０％、

な し ４７．８ ％、 無 回 答

Ｏ，４
％ であっ た。子 どもあり と 回答 した 者の 一 人

あた りの 子 ども 数は１～４人 で、平均 は２．３士０．９

人であった （表２）。

表２． 子 ども 数

人数 ％

１人

２人

３人

４人

無 回 答

２３

４１

３７

８

７

１９１８

３５２

３１．９

６２

６氾

合 計 “ ６ １００－０

看護専門 職と しての免許の種類 は、 助産師

４．７％、
看 護師 ９０

，
１％
、
准看 護 師５．２

％ であ った

（表３）。

回答０．４％ であっ た （表 ５）。

表５一看護基礎教育課程

表３． 免 許の 種 類

勤 務 年数 は平均 １４．３
土１１．５

年 と なり
、
勤務年

数群 別 にみる と３年 未 満１７．２
％
、３～５ 年１３．４％、

６ ～ ９ 年 ｝２．５ ％、
１０ 年 以 上 ５６．０

％
、
無 回 答 ０．９

％

であった （表４）。

表４． 勤続年数害韮合

人数 ％

３年 未 満

３～５年

６～９年

１０年 以上

無 圓 答

４０

３，

２９

泊０

２

η．２

１＆４

１２．５

５６０

α９

含 計 ２３２ １０００

卒業した看護学校の種別は、 高校衛生看護学

科又は准看護師養成課程 ５．６％、 看護専門学校

７１
．
４ ％
、
看 護 短 大 ２２．Ｏ

％
、
看 護 大 学 ０．９ ％、 無

人数 ％

高校衛生看護科または
氾 ５６

准看謝 薩成課程

看 護 専 門 学 校 １６５ 刀．司

看 護 短 夫 ５１ ２２０

看護大学 ２ Ｏ１９

無回答 １ α４

舎 計 ２３２ 】◎０．０

職 位を みる と
、 ス タッ フ８２．８％ が多 数を 占め

てお り、 管 理 職 １７．２％の うち 主 任 ８．
６％
、
師長

５．６ ％、 副 師 長 １．７ ％、 無 回 答 １．３％ と な っ て い

た （表６）。

表６． 職 位

人数 ％

スタツフ

主 任

師 長

副 師 長

無 回 答

１９２

２０

１３

４

３

８２．８

＆６

５石

１．７

１．３

合 計 ２３２ 】ｏ０Ｄ

勤務 体制 は
、３
交 替勤 務６５．５

％
、
日 勤の み１７，７％、

遅番・早番 な ど凌 則 勤 務１５．９
％
、
無 回答Ｏ，９

％ で

あ っ た。

２． 健康状態

自覚的健康状態は、 「とても健康」 が ２．６％、

「健康」 が ５７．８％、 「あまり健康 でない」 が

３４
．
５％
、
ｒ健 康 でな い」 が ３．９

％
、
無 回答 １．３％

であ った （図 １）。

図１． 健 康状 態

３ ９災 １３γ ２ ６％

３迎
．
５災

璽 とても健 康 口 健 康

口 あまり健 康 でな い ■ 健 康 でな い

圃 無 回 答

５７
，
８％
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上述の健康状態を自覚する基準（健康の基準）

と して いる 項目 は、
「首・肩カ 擬 る」４９．６％、「足

が むく む・ 芯る い」 ４０．９％、 生 活リ
ズムカ括Ｌれ

て いる」３９．７％、
「腰 痛が ある」３２

．
８％ の順 に多

かっ た。 その 他 に は、
手 荒 れや 体重増カ蟹、

ア レ

ルギー性鼻炎な どを挙げていた （表７）。

表８． 喫 煙 状 況

吸っている

以前こ吸っていたが今は吸わない

吸ったことがない

含言千

人数

３０

３８

１６４

２３２

１２
．
９

ヨ６
，
４

７０
．
フ

１００
．
０

表７．健康の基準 バ２３２（複数回答）

項蔓 人数 ％

⑩ 頭 痛一頭 が 童い 気 が ず る ６５ ２８Ｃ

② 足 が む＜む一だる い ９５ ４０１９

③首 肩 が凝る 篶５ ４９１６

④ちょっとした運動で息切れがする ３２ １３遇

⑤腕や太鰻が張って痛い １６ ６９

⑥健康診翫で要注意を指摘された ６７ ２８９

⑦腰痛がある ７６ ３２忽

⑧気分が藩ち込む ５５ ２＆７

⑨ 醐 液れて霞む ５２ ２Ｚ４

⑩魑みや不安がある 峯７ ２０１３

⑰ 病 気・け が を持づ て いる ４４ １９⑩

⑫ 不 眠 で昌 覚 め が 悪 い ４７ ２０１３

⑬ 食 欲 が な い ２、 ９．１

⑭生；刮 ズムが舌腕ている ９２ ３９１７

⑮ 体 蔓 が 滅った 禍 フ．８

⑱生落に充案感が持てない 蜘 η．２

⑰ そ の 他 ４ １．７

３． 健康を増進または阻害する因子

平 均 睡眠 時間 は、 ６．Ｏ±０．９ 時 間 であっ
た
。 平

均通勤時問は１８±９分となり、 自家用車での通

勤 が ９９．１％ を 占 め、 そ の う ち 自 分 で 運 転 が

８７
．
４％ であ っ た。 公共 交通 機 関の利 用 は、

電 車

ｏ．ｏ ％、
バ ス Ｏ．迎％ と わ ず か で あ っ た。

喫 煙 猟兄は、 吸って いる 王２．９％、
以 前吸っ て

いた が 今は吸 わな い １６
．
４％、 吸っ たこ と がない

７０．７
％ であっ た （表 ８）。 吸っ て いる ３０ 名 の喫

煙 の程 度 は、 時々 吸う ２３．３％、 毎 胴 ～２本 吸

う ０，０％、
毎 日 ３～５ 本 吸う ４０

．
Ｏ％
、
毎 日 ５ 本

以 上吸 う ３６．７％ であ った （表 ９） 。

表９． 喫 煙 の 程慶

人数 ％

時 々、 吸う ７ ２３３

縁 日、司～２本 吸う ０ α０

毎 日、３～５本 吸う １２ ４α０

観ヨ、５本 以 上 吸う 篶 ３６．７

含 計 ３０ １００
，
０

飲 酒 洲兄は
、
お祝 い な ど特別 な時 だ け３８．８％、

全く 飲ま な い １８．１
％ と
、
日常 的 に飲ま な い者 は

５６
．９
％ で あ っ た。 毎 日 ４．３

％
、
週 に ２ ～３ 回 ９

．
５ ％
、

週 に １ 回程 度 ９
，
９％
、
月 に １～２ 回 １９．

Ｏ％ と 定

期 的 に 飲む 者 は、 逐２．７
％であ っ た （表 １０）。

義…～０、食定…酉０）司犬三晃

人数 ％

毎 日 杓 ４
．
３

週 に２～３團 ２２ ９５

週に 掴 程度 ２３ ９９

月に い２回 剣 、９０

お祝む、など 襯１ｊの時だけ ９０ ３８８

全く飲まない ４２ 楓１

無回答 １ α４

合 計 ２３２ １００む

４． 健康増進行動

健康増進行動は、 「感謝の気持ちを持つ」 が

最 商得 点３．３６
±Ｏ．５９

（平均 値
、
標 準偏 差

、
以 下

同 じ）、
「ジョ ギン グする」 が最 低得 点 豆．３３

±

０．５９ で
あ っ た。 サ

ブカ テ ゴリ ー 『心 の健 康 ∬ 生

活のリズムｊ 咲 養』 『健康探索』 『運動』 で

は
、
翫心 の健 劇 が ２．８ は ０．４６

と：最も 高く、
『運

動蟹 が １．８８
±０．５１

と 最も 低 かった （表 １１） 。
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表１１． 健 康 増 進 行 動 炉２３２
供 １ 二 ・ ＾ 馴 禾 １］ ン

、１
１
１！ ＾ １■■ ‘ Ｏ ＾

Ｍ ＳＴｌ）
洲 Ｓ万Ｄ

心の 健 康（１０項 畠） ２泡１ Ｏ１４６ 塁 的 負 荷 ２お８ α６７

友人と 話 す ３２４ α６８ あ まり に 仕 事 が 多す ぎ る ３１◎ ０－７８

感謝の気持ちを持つ ３３６ α５９ 仕事童が多くて、仕事をこなしきれない Ｚ７１ ０１８５

好き なことを す る ２２０ α７１ 猛 烈 に 働くことが 必 嘆 だ Ｚ１５ α９６

プラス患考をする ２．８４ α７４
期限に追われて仕事をすることがよ＜ある Ｚ７４ α８８

自分の意見をはっきり伝える ２９０ α７１
質的負荷 Ｚ４３ α７‘

趣味を楽しむ
仕事に行き詰まること淋よくある ２幻 Ｏ１８４

Ｚ６５ ０１７８

複雑で困難な仕事が多い ２：５０ α８２
生活に１ヨ標を持づ Ｚ５１ ０７４

これまでの経験だけでは対処できない仕事

ストレスを た めな いように する Ｚ８０ Ｏ１７３ を す ることが よくあ る
２．３２ α８逐

自 然と 親しむ Ｚ４８ Ｏ，８２
裁 簸 ２，５４ α６、

映画や娯楽施設などに行く ２１３９ ０－７６
自分の仕事について、自分の

慧見を反映す

る こと が できる
２湖 α？ｏ

生活 の リズ ム（６項 目） ２．η ０１５９
仕事の 進め 方を、自分 ６決めることが 芯きる ２．６５ Ｏ．７０

３食 きち ん と奮 べ る ３．３３ ０．８４ 仕 事 の ぺ 一ス を 自 分で 決 め ることが でき る ２．５７ Ｏ．７８

疲 れ た ら早 め に 休 養をとる ３．００ ０，７６ 職 場 の 粛 人 関 係 の 困難 １．９７ α６０

充 分 な 鰯 星をとる ２．７８ Ｏ１７６ 職 場 で 人 閥 関 係 のトラブ ル が よくある １．７８ Ｏ．７２

纐Ｉ圧しい 蛍舌をする ２．椥 α９４ 職場のメンバー間の意思疎通がうまくいって

い な い
コ溜６ ◎

．６
？

バラ ンス の 良い 食 事を する ２．７８ ○刀

職 場 や 仕 事 関 係 の 人 で 苦 手 な 人 が いる Ｚ２８ Ｏ．８２

皐 め に 寝 て 皐 め に 起 きる ２３４ α８５
同 僚・上 司 の 支 援 ２８５ ○湖

栄養（７項目） ２５３ α６３
職場の人たちは、

自分の仕箏がスムーズに

飲 み 水 に は 注 意 す る ２６２ 、．ｏｏ 行くように 配 慮してくれ る
２お９ α６８

油 脂 分 をひ か え る ２．６２ ０，８０ 職 場 の 人たち と気 軽 に 話し が できる ３伽 Ｏ－６？

糖分をひかえる Ｚ５１ ０１７３
仕事で困難なことがおきた場舎、職場の人た

ち の 援 助・助 言 が 得られ る
３．１３ α６５

塩 分を ひ か え る Ｚ６０ ０－８１ 職 場 の 人たち は、 曽 分 の 個 人 的 な 問 題 にも

レトルト・イン スタント食 品を 避 ける ２．５７ ０．８０ 相 談 に のっ てくれ る
Ｚ５５ ◎１フ４

食 品 添カ 吻 に 濫意 す る ２３９ Ｏ．８７ 達 成 感 ２．７７ α６８

聞 食を ひ か え る ２８９ α７９ やり が い、 誇りを
もて る 仕 箏をして いる ２１８８ αη

健 康 探 素（３項 目） ２５８ ０．５５
自 分 の 能 カ が 発 揮 できる 仕 事 であ る ２．７０ ｏ．７１

環境問題に関心を持つ Ｚ５８ α７２
達成感や 瀞…感を得られる仕事をしている ２．７２ αη

健康 に 関す る 記 事・テ レビ菱 み る Ｚ６５ ０，６９
Ｍ：平 均 値、Ｓ↑Ｄ：標 準偏

差

家 族と健 康 の 話 をす る ２伽 Ｏ．７３

健康食の記專・テシビをみる ２４７ α７６
職 業 性ス ト レス 停 点は、

『量 的負 荷』 ２．６８
±

運動（４項目） １１８８ ０１５１
０獅 （平均 億 標準偏差、 以下同じ）、 『質的負

ストレッチ や マッ妙 一 ジを する ２：４、 ０，７４
荷』 ２．４３± ０．７１、

『裁 量 度』 ２．５４ ±Ｏ１６１、
臓 場

スポーツで汗を流す 、．８５ ０１７４
の対 人関 係の 困 鞠 １．９７±０二６０、

『同 僚・上 司 の

散歩をする 柵４ αη
支援』 ２ 紡 ±Ｏ．５１、

『達 成 劇 ２．７７±Ｏ燗 で
あ

ジョギングする 棚３ α５９
っ た （表 １２）。 下位 項目 をみ る

と
、「あ まり に仕

雀旨 ユ芋 〃 ■ニ キ“ フ １ 以ミ 旦 音 ｛臼 お ｎ １（ ⊥ （ Ｆ ０ し 九 ㎞

Ｍ＝平 均 健、Ｓ珊 ：標 準 偏 差

５． 職 業 性ス
ト レス

表１２． 職 業 性
ズトレス ｎ＝２３２

Ｍ：平 均 値、Ｓ↑Ｄ：標 準 偏
差

職業 性ス ト レス 得 点 は、
『量 的負 荷』 ２．６８

±

０．６７（平均健、 標準偏差、 以下同じ）、 『質的負

荷』 ２．４３± ０．７１、
『裁 量 度』 ２．５４ ±Ｏ．６１、

臓 場

の対 人関 係の 困襲勧 １．９７±０，６０、
『同 僚・上 司 の

支 援』 ２．８５ ± Ｏ．５１、
『達 成 劇 ２．７７ ± Ｏ，６８ で

あ

った （表１２）。 下位項目をみると、「あまりに仕

事が多 す ぎる」 が最高 得点 ３．１０±Ｏ．７８
と な り、

職 場で人間関係のトラブルがよくある」 が最

低 得 点 １
．
７８ 土 ０．７１ で あ っ た。
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Ｖ
． 考 察

１． 健康状態

自らの健康状態を どのようにとらえているか

を示す自覚的健康状態は、 「とても健康」 ２．６％

と 「健康」５７８％を合わせると６０．４％の者が健

康と答えた。「あまり健康でない」「健康でない」

は３８．４％あり、丞割の者が自らの健康に問題を

感 じながら働いていることが示された。

その健康状態を自覚する基準では、「首一肩が

凝 る」 ４９．６％、
促 が むく む・ だる い」 ４０．９

％
、

「腰痛がある」３４３１％といった身体的症状が高

い割合で挙げられており、 腰痛や頸肩腕症候群

などは幼稚園教諭や保育土と同様に職種に特有

な症状であると言える。

このことから、 看護の動線を考慮 した作業環

境を検討すること、 看護業務が立ち仕事である

ため休翻寺に充分休める職場環境を提倶するこ

との必要性が示唆された。

ま た
、「生活リ

ズムカ現 れて いる」３９．７％
と 高

い割合で挙 げており、 幼稚園 教論・保育士の

９．２１％ に比 べて 約 ４倍 の 多さ であ った。 病 院勤

務 で は、 常に ３交 替勤 務 や早出 ・ 遅出と いっ た

変則勤務を行っており、 このよう な職務上の不

規則な生活洲建康状態の自覚に影響を与えてい

る こと が伺 えるｏ

２． 健康を阻害または増進する因子

健康を増進する因子としては、 喫煙者が少な

いことが挙 げられる。「以前に吸っていたが今は

吸 わな い」 １６．４％、
「吸っ た こと がな い」７０．７

％

を 合わ せる と
、 現在、 喫煙 して いな い者 は、

全

体の ８７．１
％ を占め る。 幼 稚園 教 諭・保育 士に 比

べると喫煙者が多かったが、 患者の多くが滴 齢

者であり乳幼児に接する者が少なかったこと、

救急対応や夜間勤務がありストレスの多い職業

であることな どが影響 しているものと推測され

る
。

また、飲酒 榊兄は、定期的に飲酒をする者は、
４２．７％

を占 め る。 頻度 と して は、
「毎日 飲 む」

４．３
％
、
「週 に２～３ 回 飲 む」９．５％、

「週に １ 回程

度飲む」飢９％、「月 に ト２回飲む」１９．０％であ

る。 適度な飲酒は、 健康増進因子であることを

踏ま支ると、 この飲酒 獅兄も健康を増進する因

子 とな っ ている と 言える。

健康を阻害する因子としては、 睡眠時間が少

ないことが挙げられる。全体の平均睡眠時間は、

６
．Ｏ
±０．９
時間 と一一瑠賊 人の 睡 眠時 間が ７～８ 時

間であるのに対 し、 少ない傾向にある。 これも

夜間勤務や変則勤務の影響を受けていると考え

られる
。

３． 健康増進行動

健康増進行動は、「いつもしている」４点から

「時々 している」３点の間の実施頻度、つまり、

平均 得点が ３．００ 以上である実施頻度の健康増

進行動は、「友人と話す」、「感謝の気持ちを持つ」、

「３ 食きちんと食べる」、 「疲れたら早めに休養

をとる」 であった。 幼稚園教諭・保育土に比べ

ると、「好きなことをする」「プラス思考をする」

「充分な睡眠をとる一「規則正しい生活をする」

ｒバランスの良い食事をする」 の得点が低かっ

た。 規則正 しい生活や睡眠時間は、 勤務 獅兄か

らも日常的に実施することは困難な 棚兄にある。

そのため日常生 瀞舌動の実施頻度としては、 低

いことを職業上の特徴と して認識 しなければな

らない。 しかし、 そのような職業特徴を持つ看

護職者らは、 勤務時間以外の余暇に趣味やレジ

ャーな どで健康増進を図るというよりも、 身近

に存在する友人との会話を通 してストレスを発

散していた。 そして、 日々の業務の疲れを規則

的な食事と休養で癒している様子が伺完た。 こ

のように看護業務が不規則な勤務体制ではある

ものの、 限られた余暇の時間を有効に使いなが

ら自らの健康を維持・増進 している実状が示さ

れ た。

また、 サ ブカテ ゴリー別の実施 淵兄をみると、

３．００ 以上の項目はなく 全体的に低い傾向がみ

られた。『心の健康 打Ｏ項目と 『生活のリズム』

６項目では、平均得点３，００以上は２項目ずつで

あった。『心の健康』 では 「映画館や娯楽施設な

どにいく」 が最も低く、 休日に出かけてまで娯

楽を楽 しもうという意識はなかった。 平均通勤

時間は、平均１８±９分と職場の近隣に居住 する

者が大半を占めており、 不規則な勤務体制や仕 ．
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事の疲労にも早急に対処できる生活環境にあっ

た。 また、 映画館や娯楽施設が周辺地域にない

ことが行動を阻害している可能性も否定できな

い。 このような生活環境が身近で簡イ更に行完る

健康増進行動を選択する要因ではないかと推測

される。

４． 職 業 性ス ト レス

看護職員の職 業性ストレスの程度は、 幼稚園

教諭および保育土と同程度にやや高く、 仕事の

多さや辛雛 さを感じながら働いている実庸カ瑚

らかになった。 職場での対人関係の難しさは最

も低く、 全くないから少 しある程度で幼稚園教

諭や保育士と同様に、 職場での人問関係は他の

ス トレス因子よりも影響が少ないことがわかっ

な 同僚・上司からの支援の有無についても、

幼稚園教諭や保育士ほどではなかったが満 い値

を示した。 このよう に看護職員らは、 職場の同

僚との意思疎通が図れて仕事上の酉濾 を自覚し

ていること、 仕事に関する助言や援助な ど具体

的な支援が得られる環境であることが示された。

また、 仕事の裁量度については、 幼稚園教諭

や保育士と同様にやや高い値を示 し、 仕事に対

して自分の意見が反映されていると感じている

こ とがわ かっ た。 さ らに、
仕 事 に対す る達 成感

も男性事務職に比べて高く、 自分の能カ が発揮

できやりがいや誇りを持てる仕事であると感じ

ていることが示され、 専門職としての特徴を示

した。 しかしながら、 幼稚園教諭や保育士ほど

の高値ではなく、 各個人の専門性が十分に発揮

され、 生かされる職場環境を整えていくことが

必要であると考えられた。

これらのことから、 臨床で働く女性看護職員

は、 仕事量が多く 複雑で困難な仕事を任されて

いるとス トレスを感 じながらも、 住民の健康の

回復や 僻寺に関わる専門的な職業である、 仕事

の進め方やぺ一スを自分で決定することができ、

意見が反映されているな どと、 佳事を通 して満

足感や達成感を得ていることが示唆された。

ＶＩ おわりに

総合病院で働く 女性看護職員は、４ 割の者が

健康状態に何らかの問題を抱えながら仕事をし

ており、 そのうちの多くが身体的症状を呈して

いる 実晴が示された。 喫煙や遠距離通勤な ど健

康阻害因子はほとん どなく、 それらの自覚症状

を規則的な食事と休養で癒 したり、 友人との会

話や感謝の気持ちを持つように心がけたりする

ことで、 自らの健康の維持管理を行っていた。

看護職員は、 人の健康に働きかける専門職業で

あることを考乏ると、 自らの健康の維持・増進

にも積極的に行動する習慣が身についているの

では ない だろう か。 ま た、
臼々 の仕 事の 多 さや

複雑 さを感じながらも、 仕事の裁量度や達成感

を得ることができ、 職場の人間関係も比較的良

好であることから、 職場は専門性を十分に発揮

し得る環境にあると言えよう。

締辛

本研究にこ理解を示して下さり、 調査にご協

カしていただきました看護職員の皆様に、 心よ

り感謝いたします。

１ 厚生系鯖粁嘉会（２００７）１厚生の指標臨時増刊，

国民衛生の動向， 厚生 繍 協 会， ｐｐ６２．

厚生労働省大臣官房統計晴報部編 （２００７）：

平成１７年 国民生活基礎調査， 厚生統計協会，

ＰＰ１５５．

２ 松岡牧他 （２００５）：大東町で働く 次性の健康

恵識と健康増進行動に関する実態調査一食生

活 ・運動 ・ 生活 リ ズム ・ 心の 健康 ・健 康 探索 に

焦点を当てて一，大東町健康調査報告書平成１６

年 度
， ＰＰ１－９．

３ 松岡牧他 （２００６）：働く次性の健康増進行動

に関する 菊態調査一掛川市の幼稚園・保育園職

員の健康増進行動と関連要因の 梅寸一， 掛川市

健 康調 査 報告 書平 成 １８年 度
， ｐｐ
１－８．

４ 田代順子他 （２００１）：臼本の高校生・大学生

の健康増進ライフスタイル行動の発達的・行動

科学的研究， 資料亙 恩春期の健康増進および関

連行動アンケート， 平成９年度～平成１２年度

科学研究費補助金 （基盤 （Ｂ）（２） 研究成果報

告 書）
， ｐｐ
１４３－１５９．

５ 錦戸典子他 （２０００）；簡易質間紙による職業

性ストレスの評価；情報処理企業男性従業員に

おける餌騰 度との関連、 産業精補 側建、８（２）、

ｐｐ７３＿８２．

一 ７ 一




